拝啓　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。
　さて、このたび私儀、
はからずも平成□□年春の叙勲に際し、旭日重光章受章の栄に浴しましたところ、早速ご丁重なるご祝意を賜り、ご芳情のほど誠に有り難く厚く御礼申し上げます。
　これも尊台はじめ皆々様の多年にわたる、ご指導ご支援の賜物と感謝申し上げる次第でございます。
　これを機に、更に社会のお役に立てるよう、努力してまいる所存でございます。今後とも、微力ながら一層の精進を重ねてまいりたいと存じますので、相変わりませぬご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　本来ならば拝眉のうえ、ご挨拶申し上げるべきところでございますが、略儀ながら書中をもって謹んで御礼申し上げます。
敬具
　平成□□年五月十八日
学校法人〇〇〇〇
理事長　〇〇〇〇
〇〇〇〇株式会社
代表取締役社長　〇〇〇〇様
